
7 年度

ちょっと⾕⼾沢
ツキノワグマ Ursus thibetanus

⽣活史

胸に三⽇⽉型の⽩斑、鋭い⽖と⽝⻭を持つ
⽊登りが得意
速度︓４０〜６０km/h

（⼈類最速のウサイン・ボルト選⼿は４５km/h）
遭遇防⽌策︓クマ鈴・ラジオの携帯、⾏動が活発になる早朝、⼣暮れの

時間帯は注意。

⽣活史

ヒト

ツキノワグマ

タヌキ

どの哺乳類よりも明らかに大きい

５本指+爪痕が残る

⽣態
頭胴⻑
110〜130cm
体⾼
50〜60cm
体重
40〜130kg
分布
本州、四国
主な⽣息環境
⼭地の落葉広葉樹林
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⾕⼾沢処分場
周辺樹林にて幼獣確認

参考写真：撮影は東北地方

東京たま広域資源循環組合 2026年1⽉

7⽉18⽇に、⾚外線検知無
⼈撮影機でツキノワグマのこども
が確認されました。ツキノワグマ
などの⼤型哺乳類が確認され
ることは、⽣態系の質が向上し
ていることをあらわしています。
また、⾕⼾沢処分場周辺の
樹林が、奥多摩などの周辺⼭
地とつながる橋渡しの機能を有
していると⾔えます。


